
　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
の
使
い
道
や
、
市
の
財
政
状
況
を
毎
年
６
月

と
12
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
は
、
当
初
３
４
７
億
５
０
０
０
万
円
で
出
発
し
ま
し
た
が
、
三

島
駅
南
口
立
体
自
転
車
等
駐
車
場
整
備
事
業
な
ど
の
補
正
と
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を

含
め
、
最
終
予
算
は
３
７
２
億
４
７
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
決
算
額
は
、
収
入
額
が
３
６
５
億
２
２
４
９
万
円
、
支
出
額
が
３
５
７
億
３
１
３
４
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
決
算
額
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
収
入
は
0.9
％
の
増
加
、
支
出
は

0.5
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　
財
政
課
☎
９
８
３・２
６
２
２

一般会計：歳入

市税収入を市民１人当たりに換算

※掲載している市民１人当たりに換算した金額は、平成 30 年３月 31 日現在の人口 11 万 505人で算出しています。

　市の収入の約半分は市民や企業の皆さ

んから納めていただく市税で賄われてい

ます。

一�

般
会
計　
市
が
行
う
仕
事
の
大
部
分
を

賄
う
予
算
。
市
税
や
国
・
県
か
ら
の
支

出
金
な
ど
が
財
源
。

特�

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計　
特
定
の
事

業
や
特
定
の
収
入
で
行
う
事
業
の
場

合
、
経
理
を
他
の
会
計
と
区
別
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
法
律
や
条
例
に
基
づ

い
て
設
置
。
三
島
市
で
は
７
つ
の
会
計

が
あ
る
。
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会

計
は
企
業
会
計
方
式
を
用
い
、
独
立
採

算
制
で
事
業
・
経
理
を
実
施
。

市�

税　

地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
た
市
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な

ど
。（
三
島
市
で
は
、
資
本
金
１
億
円

超
の
法
人
に
対
し
て
、
法
人
市
民
税

の
法
人
税
割
に
超
過
税
率
を
適
用
。
平

成
29
年
度
の
超
過
税
率
分
の
決
算
額

７
８
７
５
万
円
は
、
教
育
施
設
の
整
備

費
９
０
０
９
万
円
の
財
源
に
充
当
。）

臨
時
財
政
対
策
債　
地
方
の
財
源
不
足
に

特
例
で
発
行
さ
れ
る
市
債
。
返
済
は
、

後
年
度
の
地
方
交
付
税
で
全
額
措
置
。

用

の

明

語

説

平
成
29
年
度
の
主
な
事
業

平
成
29
年
度
の
決
算
と
平
成
30
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
報
告

三
島
市
の
財
政
状
況

合計
365億

2,249万円

市民税
80 億 9,040 万円

固定資産税
72 億 5,303 万円

その他の税
都市計画税・市たばこ税・
軽自動車税
21 億 4,871 万円

諸収入
貸付金元金収入など
8 億 7,306 万円

繰越金ほか
前年度からの繰越金や
寄附金・財産収入など
17 億  883 万円

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
市営住宅使用料・
施設入所者の負担金など
10 億 2,675 万円

市債
市の借入金
33 億 4,270 万円

国県支出金
国・県からの補助金など
81 億 3,972 万円

譲与税・交付金・交付税
国から地方に譲与される税金など
39 億 3,929 万円

依
存
財
源4

2
.2

自主財源57
. 8

％

％

市税：47.9％
174 億 9,214 万円

市税以外：52.1％
190 億 3,035 万円

合計
15万

8,293円

市民税
46.3％

7万3,213円

固定資産税
41.5％

6万5,635円

都市計画税
7.4％　1万1,768円

市たばこ税
3.5％　5,598円

軽自動車税
1.3％　2,079円
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一般会計：歳出

歳出を市民１人当たりに換算

　市税収入の約２倍、32万3,346円が支出さ

れました。納めていただいた15万8,293円の

税金と国や県からの補助金などを活用し、約

２倍の行政サービス（支出）を提供しています。

使い道は福祉関連経費が最大。歳出を目的別に見ると、民生費
（社会福祉関連経費）が３割以上を占め、最も多くなっています。

■
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
み
し
ま
推
進
事
業

■
三
島
駅
南
口
自
転
車
等
駐
車
場
改
修
事
業

■
都
市
計
画
街
路
（
谷
田
幸
原
線
ほ
か
）、

市
道
の
整
備

■
公
営
住
宅
整
備
事
業

■
企
業
立
地
推
進
事
業

■
三
ツ
谷
工
業
団
地
土
地
区
画
整
理
事
業

■
観
光
振
興
事
業

■
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し
ま
推
進
事
業

■
各
小
・
中
学
校
施
設
補
修
整
備
事
業

■
北
中
学
校
改
築
事
業

■
学
校
支
援
員
配
置
事
業

■
児
童
福
祉
施
設
整
備
支
援
事
業

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

■
療
育
支
援
相
談
事
業

■
障
が
い
児
者
へ
の
支
援
事
業

■
移
住
・
定
住
対
策
事
業

■
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
事
業　
な
ど

平
成
29
年
度
の
主
な
事
業

会計 収入 支出
国民健康保険 136億  820万円 132億2,295万円
介護保険 74億6,808万円 72億1,362万円
後期高齢者医療 12億6,470万円 12億4,772万円
墓園事業 1,370万円 532万円
下水道事業 32億8,001万円 30億8,811万円
駐車場事業 7,018万円 6,041万円
合計 257億  487万円 248億3,813万円

■特別会計決算
区分 市債現在高

一般会計

教育施設 60億5,537万円
土木施設 89億4,088万円
清掃衛生施設 20億1,172万円
公営住宅施設 14億 868万円
福祉施設 13億3,403万円
臨時財政対策債ほか 190億8,223万円
一般会計合計 388億3,291万円

特別会計 下水道事業 183億6,169万円
公営企業会計 水道事業 36億4,763万円

■市債（借りているお金）の年度末現在高

区分 収入 支出
収益的収支 13億7,040万円 12億6,681万円
資本的収支 5億3,707万円 9億4,510万円

■水道事業会計決算

合計
357 億

3,134 万円

民生費
子育てや
高齢者の福祉などに
126 億 24 万円

衛生費
保健医療や
ごみ処理などに
42 億 9,264 万円教育費

学校整備や
社会教育などに
42 億 7,645 万円

議会・総務費
市民生活や市有財産の
管理、議会運営などに
41 億 9,545 万円

土木費
道路や河川などの整備に
44 億 1,610 万円

公債費
市債の返済金などに
34 億 3,868 万円

消防費
消防・防災対策などに
14 億 8,025 万円

労働・農林・商工費
農林業や商工業の振興などに
10 億 3,153 万円

民生費
11万4,024円

衛生費
3万8,846円

教育費
3万8,699円

議会 ・ 総務費
3万7,966円

土木費
3万9,963円

労働 ・ 農林 ・ 商工費
9,335円

消防費
1万3,395円

公債費
3万1,118円

合計
32万

3,346円

※�下水道事業は平成 29 年度までは特別会計のため特別会
計の内訳に含まれています。

▲急傾斜地崩壊防止対策事業

9 広報みしま ２０１8．1２．１


